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平
成
２７
年
度
気
象
遭
難
対
策
講
習
会

気
象
遭
難
対
策
講
習
会
が
、
７

月
１８
日
（土
）
午
後
１
時
か
ら
５
時

ま
で
県
ス
ポ
ー
ツ
会
館
で
行
な
わ

れ
た
。
講
師
に
ウ
ェ
ザ
ー
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
東
海

・
気
象
予
報
士

。
大

矢
康
裕
氏
を
迎
え
２４
人
が
受
講
し

た
。は
じ
め
に
高
橋
優
副
会
長
が
挨

拶
を
し
、
岩
瀬
幹
生
副
理
事
長
が

進
行
役
を
務
め
開
講
し
た
。

第
１
部
は
基
礎
編
と
し
て
①
山

岳
気
象
の
基
礎
＝
雲
と
観
天
望
気

山
岳
気
象

の
３
要
素

（上
昇
気

流

・
水
蒸
気
量

。
大
気

の
安
定

度
）
高
度
と
気
温
、
風
の
関
係
、

低
気
圧
高
気
圧
、
前
線
。
②
天
気

図
の
見
方

（地
上
天
気
図
の
見
方

と
代
表
的
な
天
気
図
、
高
層
天
気

図
の
紹
介
）
③
気
象
情
報
の
活
用

（気
象
庁
Ｈ
Ｐ
情
報
、
そ
の
他
の

役
に
立
つ
気
象
情
報
）
特
に
観
天

望
気
で
は
雲
の
種
類
を
覚
え
、
天

気
に
ま

つ
わ
る
諺
も
参
考
に
す

る
。
ま
た
、
高
気
圧
、
低
気
圧
に

よ
る
前
線
と
雲
の
関
係
、
代
表
的

な
天
気
図
に
よ
る
解
説
で
天
気
の

変
化
を
知
る
。

第
２
部
の
応
用
編
で
は
、
①
過

去
の
遭
難
事
例
の
解
説
で
、
２
０

０
９
年
の
ト
ム
ラ
ウ
シ
山
の
遭
難

事
故
、
２
０
１
３
年
の
白
馬
岳
の

雪
崩
事
故
に
つ
い
て
、
天
気
図
を

も
と
に
事
故
に
至
る
経
緯
を
解
説

②
遭
難
時
の
行
動
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
で
は
、
事
故
に
遭

っ
た
時
に

ど
う
す
る
か
を
考
え
る
訓
練
を
す

る
こ
と
は
、
い
ざ
と
い
う
時
に
慌

て
な
い
た
め
に
大
事
な
こ
と
で
あ

′０
。今
回
は
想
定
事
例
と
し
て
、
富

士
宮
ル
ー
ト
の
９
合
目
付
近
を
５

人
で
登
山
中
に
ス
マ
ホ
で
噴
火
警

報
を
受
信
し
た
。

状
況
は
、
後
方
の
宝
永
山
の
方

向
か
ら
噴
煙
が
見
え
る
。　
・
弱
い

南
風
が
吹
い
て
い
る
。　
・
天
気
は

良
い
が
朝
か
ら
入
道
雲
が
湧
い
て

い
る

。
メ
ン
バ
ー
の
中
で
１
人
が

高
山
病
の
兆
候
が
あ
る

。
付
近
を

登

っ
て
い
る
登
山
者
は
か
な
り
多

い
。以
上
の
状
況
下
で
い
か
に
避
難

す
る
か
、
３
班
に
分
か
れ
検
討
し

発
表
し
た
。

最
後
に
、
遭
難
事
故
を
他
人
事

と
思
わ
ず
に
自
分
事

（自
分
な
ら

ど
う
対
処
す
る
か
）
と
し
て
考
え

る
こ
と
が
、
防
災
の
第

一
歩
と
思

山
岳

遭

難

防

止

の
基

礎

と
応

用

噴
火
事
例
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
机
上
訓
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い
ま
す
。
気
象
遭
難

（天
）
と
言

わ
れ
て
い
る
遭
難
事
故
も
、
地

（地
形
）
、
人

（判
断
力
、
山
行
技

術
、
体
力
）
な
ど
必
ず
天

。
地

・

人
の
要
因
が
入

っ
て
い
ま
す
。
日

頃
か
ら
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に

意
識
し
て
登
山
を
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。
と
結
ん
で
講
義
は
終
了
し

た
。
〔大
矢
講
師
か
ら
の
感
想
〕

問
題
意
識
を
持

っ
て
参
加
し
て

い
る
は
ず
の
方
で
も
下
調
べ
を
毎

回
は
実
施
し
な
い
、
計
画
書
も
作

成
し
な
い
こ
と
が
あ
る
、
山
行
中

も
自
分
で
読
図
や
気
象
予
測
を
し

な
い
と
い
う
回
答
内
容
に
は
か
な

り
の
衝
撃
を
受
け
た
。
こ
の
よ
う

な
講
習
会
に
参
加
し
な
い
よ
う
な

一
般
の
方
は
、
も

っ
と
大
変
な
実

態
に
な

っ
て
い
る
の
で
は
と
想
像

す
る
と
恐
ろ
し
い
。
気
象
以
前
に

も

っ
と
や
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は

と
感
じ
ま
し
た
。
読
図
や
計
画
書

作
成
な
ど
の
内
容
も
講
習
会
の
講

義
の
中
に
入
れ
て
も
い
い
の
で
は

と
思
い
ま
す
。

今
回
の
講
習
会
は
、
山
行
レ
ベ

ル
も
様
々
な
方
が
あ
り
無
難
な
内

容
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
高
層

天
気
図
も
上
空
寒
気
の
話
だ
け
で

な
く
、
も
う
少
し
多
岐
に
紹
介
し

て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
次

回
へ
の
課
題
で
す
。

模
様
で
あ
る
が
、
２
日
目
の
読
図

講
習
に
基
づ
き
踏
査
競
技
を
実
施

し
大
会
を
終
了
し
た
。（佐
橋
秀
男
）

結
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

▼
男
子
　
優
勝
　
豊
川
Ａ
　
２
位

向
陽
　
３
位
　
桜
台
Ｂ

▼
女
子
　
優
勝
　
豊
川
　
　
２
位

桜
台
　
３
位
　
半
田

８
月
１７
日
～
１９
日
に

愛
知
県
民
の
森
に
て
夏

期
登
山
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
男
子
２４
チ

ー
ム
女
子
５
チ
ー
ム
の

参
加
総
数
は
１
３
７
名

と
、
数
年
多
く
の
参
加

者
が
あ
り
賑
わ
い
を
見

せ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
初
日
が
荒

天
と
な
り
、
公
共
交
通

手
段
が
運
行
見
合
わ
せ

に
な
り
定
刻
集
合
や
行

動
が
制
限
さ
れ
、
予
定

通
り
に
進
み
ま
せ
ん
で

し
た
。
２
日
目
は
、
前
日
の
雨
に
よ
り

沢
の
水
量
が
多
く
危
険

で
あ
る
と

判
断

し
、

予
定

の
沢
登
り
を
中

止
。
代
わ
り
に
初
日
の
カ
リ
キ

ュ

ラ
ム

の
講

習
内
容

で
あ

る
、
読

図
、
天
気
図
、
救
急
法
、
植
生
、

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
し
た
。
ど

の
知
識
も
充
実
し
た
も

の
と
見
受

け
ら
れ
た
の
で
、
今
後

の
登
山
行

動
に
生
か
し
て
ほ
し

い
と
思

い
ま

す
。３
日
目
は
、
小
雨
も
混
じ
る
空

ピ輩着嵩理奮釦

講

演

と

書

県

の

活

動

報

告

自
然
保
護
委
員
長
　
鈴

木
　
行

去
る
９
月
１２
日
か
ら
１３
日
の
２

日
間
、
第
３９
回
日
本
山
岳
協
会
自

然
保
護
委
員
総
会
が
、
福
島
県

・

磐
梯
青
少
年
交
流
の
家
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

全
国
２６
都
道
府
県
か
ら
１
１
３

名
の
参
加
が
あ
り
、
盛
況
な
会
議

で
し
た
。
本
会
議
が
始
ま
る
前

に
、
各
県
の
代
表
者
会
議
が
催
さ

れ
ま
し
た
が
、
執
行
部

へ
の
質

疑
、
要
望
、
批
判
な
ど
が
相
次
ぎ

活
発
な
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
本
会
議
が
始
ま
り
基

調
講
演
と
し
て
、
「
１
８
８
８
年
の

磐
梯
山
の
噴
火
と
ジ
オ
パ
ー
ク
」

と
い
う
テ
ー
マ
に
て
磐
梯
山
噴
火

記
念
館
資
料
館
の
佐
藤
氏
よ
り
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。
内
容
は
磐
梯

山
の
過
去
の
噴
火
の
歴
史
、
最
近

の
御
岳
、
桜
島
の
噴
火
の
説
明
、

火
山
噴
火
の
傾
向
と
登
山
者
の
努

力
義
務
な
ど
に
つ
い
て
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。
分
か
り
や
す
く
た
め

に
な
る
話
で
し
た
。

そ
の
後
、
各
県
か
ら
の
自
然
保

護
活
動
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

各
県
と
も
活
発
な
行
事
が
催
さ
れ

て
お
り
、
清
掃
登
山
、
自
然
観
察

会
、
水
質
検
査
、
登
山
道
整
備
、

自
然
保
護
に
関
す
る
講
演
会
な
ど

様
々
な
行
事
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
本
県
は
自
然
観

察
会
の
み
の
行
事
で
あ
り
、
少
し

寂
し
い
思
い
を
い
た
し
ま
し
た
。

夕
食
後
は
交
流
会
、
が
開
催
さ

れ
、
福
島
の
地
酒
、
ワ
イ
ン
を
嗜

輛痛
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み
な
が
ら
、
各
県
と

の
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

‐２
日
は
、
朝
食

後

に

エ
キ

ス

カ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
磐
梯
山
登
山

と
五
色
沼
散
策
組
に
分
か
れ
ま
し

た
。
磐
梯
山
は
八
方
口
か
ら
の
登

山
で
、
眼
下
に
猪
苗
代
湖
や
会
津

盆
地
、

五
色

沼
、
檜

原
湖
を
眺

め
、
遠
く
に
は
飯
豊
連
峰
、
吾
妻

連
峰

の
山
並
み
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

全
体
の
感
想
と
し
て
は
、
各
県

か
ら
の
出
席
者
は
個
性
が
強
く
、

熱
心
に
自
然
保
護
活
動
を
行

っ
て

い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
本
県
と
し

て
も
、
他
県
の
自
然
保
護
活
動
を

参
考
に
し
て
、
で
き
る
こ
と
か
ら

一
歩
づ
つ
活
動
を
進
め
た
い
と
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。

〔出
席
者
〕
鈴
木
行
薫
、
杉
本
三

郎
、
磯
野
富
士
郎
、
椙
山
み
ど

り
、
横
田
よ
し
え

磁
石
や
高
度
計

・
観
天
望
気
の
実
習
　
¨

研
究
協
議

「気
象
遭
難
を
防
ぐ
」
　

　

¨

中
高
年
安
全
登
山
指
導
者
講
習

一
に
お
け
る
遭
難
の
実
態
」
と
研
究

幽

会

「東
部
地
区
」
が
、
９
月
Ｈ
日

一
協
議

「気
象
遭
難
を
防
ぐ
に
は
」

幽

か
ら
１３
日
に
東
京
都
王
子
市

「高

一
を
班
別
に
行

っ
て
発
表
し
た
。
　
　
幽

絨̈
赫訪駅働Ⅸ証膨山ッのけ劇
一参臓権は囲滞試漬麟リコ磁編
¨

て
開
催
さ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
一
了
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

ア

ン
デ

ス

の
氷

壁

に
挑

む

　

登
山
隊
は
、
太
平
洋
生

平

五

中
京
山
岳
会
　
　
　
　
　
日
間
か
け
て
、
船
で
遠
征
し
、
外

浜

田

　

勝

信

　

け
喘
輻
Ⅶ
れ
い
げ
支 一
鳳
『
「
謄
力，レ

今
か
ら
５０
年
ほ
ど
前
、
私
が
中
　
を
い
た
だ
い
た
登
山
隊
で
あ
り
ま

京
山
岳
会
に
入
会
し
た
頃
は
登
山
　
し
た
。

ブ
ー
ム
で
国
内
の
未
踏
ル
ー
ト
の
　
　
ペ
ル
ー

・
ア
ン
デ
ス
は
ワ
ス
カ

登
山
や
、
海
外
の
山
に
夢
を
い
だ
　

ラ
ン
を
最
高
峰
に
六
〇
〇
〇
メ
ー

い
て
い
ま
し
た
、）　
　
　
　
　
　
　
ト
ル
級
の
山
々
が
連
な
り
、
未
踏

ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
が
禁
止
さ
れ
て
　
峰
も
残
さ
れ
、
懸
垂
氷
河
と
紺
碧

い
た
頃
で
、
長
野
県
山
岳
協
会
と

　

の
空
、
大
草
原
の
連
な
る
山
域

交
流
し
て
い
た
愛
知
県
山
岳
連
盟

　

で
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
と
は
、
異
質
の
魅

よ
り
、
補
強
隊
員
と
し
て
、
南
米
　
力
を
秘
め
て
い
ま
し
た
。

ペ
ル
ー
ア
ン
デ
ス
遠
征
隊
に
参
加
　
　
サ
ン
タ
ク
ル
ス

・
ノ
ル
テ
峰

し
、
ペ
ル
ー
ア
ン
デ
ス
の
未
踏
峰

　

（五
八
二
九

ｍ
）
の
西
壁
は
、
ア

サ
ン
タ
ク
ル
ス

・
ノ
ル
テ
峰
の
氷

　

ン
デ
ス
特
有
の
気
候
か
ら
、
青
く

壁
を
挑
み
、
初
登
頂
し
た
山
が
印
　
光
る
氷
壁
に
覆
わ
れ
、
頂
上
直
下

象
に
残

っ
た
登
山
で
あ
り
ま
す
。　
　
の
二
つ
の
茸
雪
、
登
攀
ル
ー
ト
は

四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
氷
壁
か
ら
稜

回
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象
遭
難
の
事
例
と
遭
難
を
防
ぐ
た

め
に
」
講
義
３

「
登
山
に
お
け
る

怪
我
と
病
気
」
が
行
わ
れ
た
。

２
日
目
は
、
山
頂
で
観
天
望
気

や
磁
石
と
高
度
計
を
用
い
て
ナ
ビ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
実
習
、
そ
れ
に
搬

送
の
実
習
を
高
尾
山
付
近
の
稜
線

で
行

っ
た
。

３
日
目
は
、
講
習
４

「奥
多
摩

回 回回回回回回回回回回回回回回回回

遭
難
事
故
防
止
の
対
応
な
ど

や
ま
び
こ
山
想
会

宮

森
　
千
治

講
習
会
に
参
加
し
て
感
じ
た
事

は
、
テ
ー
マ
の
安
全
登
山
を
如
何

に
し
て
行
う
か
？
改
め
て
考
え
さ

せ
ら
れ
た
事
と
参
考
に
な

っ
た
講

義
ば
か
り
で
し
た
。

喘̈
懸̈
璃

枠

だ̈
一一一　
生
に
今
も
生
か
さ
れ
て
い
る
と
確

」赫
一カ

一̈一̈　

信

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

”

孝

ば

摯

い

♭

ａ

　

脅

丁ニ錦ざを
，
４
ノ

〒460-0003名 古屋市中区錦三丁目13番 22号
TELく 052〉 951-1166番

営業時間  午前 11:∞～午後 2:30
午後 生00～午後 8100

定 休 日   日曜日。第二・第二月曜日 墓薫モン鰐=フ性所 愛知県豊構市萱町5番地 営0532-55-0125h襲
=ん
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卜ttp://olirrlbin質 ―,ark● orn て
'0532-26-3737
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第415号 (4)愛 知 岳 連 ニ ュー ス

講
義
１
の

「中
高
年
登
山
者
の

課
題
に
つ
い
て
」
で
は
、
山
岳
遭

難
者
が
毎
年
増
え
て
い
る
事
と
様

態
別
で
は
道
迷
い

。
転
倒

・
滑
落

が
多

い
。
そ
の
背
景
と
問
題
点
、

安
全
登
山
の
た
め
の
対
策

・
教
育

等
の
講
義
を
受
け
、
指
導
者
と
し

て
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。

講
義
２

「気
象
遭
難
の
事
例
と

気
象
遭
難
を
防
ぐ
た
め
に
」
で
は

天
気
図
よ
り
風
の
方
向

。
強
さ
、

天
候
等
の
見
方
、
雲
の
発
生
原
理

も
解
り
や
す
く
説
明
頂
き
、
気
象

遭
難
事
例
で
は
低
気
圧
接
近
時
に

は

一
時
的
に
穏
や
か
だ

っ
た
が
、

通
過
し
た
後
は
等
高
線
が
込
み

合

っ
た
強
い
冬
型
の
気
圧
配
置
に

な

っ
た
事
な
ど
参
考
に
な
り
ま
し

た
。‐２
日
行
わ
れ
た
実
習
で
は

「高

尾
城
山
北
東
尾
根
を
登
り
な
が
ら

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
実
技
」
で
、
地

図
を
見
な
が
ら
尾
根
を
登
り
、
コ

ン
パ
ス
を
使

っ
て
現
在
地
の
確
認

第
５２
回
全
国
山
岳
遭
難
対
策
協

議
会

（主
催

。
文
部
科
学
省
他
）

が
、
去
る
７
月
２
日
（本
）文
部
科

学
省
３
階
講
堂
で
開
催
さ
れ
、
全

や
目
的
地

へ
の
方
向
の
見
極
め
等

を
行
い
、
城
山
山
頂
で
の
観
天
望

気
と
セ
ル
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
を
行

っ

て
実
習
を
終
え
、
宿
舎
に
戻

っ
て

‐８
時
よ
り
情
報
交
換
会
が
行
わ
れ

た
。
食
事
を
し
な
が
ら
の
他
県
と

の
交
流
は
大
変
有
意
義
で
し
た
。

‐３
日

「奥
多
摩
で
の
遭
難
事
例
」

滑
落
の
場
所
が
同
じ
所
で
多

い
事

や
、
道
迷
い
に
よ
り
近
道
の
た
め

に
危
険
箇
所
を
降
り
た
時
の
事
故

例
や
、
行
方
不
明
者
の
対
応
等
の

講
義
で
し
た
。
講
師
は
元
青
梅
警

察
署
山
岳
遭
難
救
助
隊
の
方
で
あ

り
、
話
の
内
容
に
は
迫
力
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
の
後

「気
象
遭
難
を
防
ぐ
に

は
」
を
テ
ー
マ
に
、
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
討
議
を
行
い
、
ま
と
め

の
発
表
が
あ

っ
て
講
習
会
は
終
わ

り
ま
し
た
。

策
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
が
挨
拶
し

会
議
が
進
め
ら
れ
た
。

〔報
告
〕

①

「平
成
２６
年
中
に
お
け
る
山
岳

遭
難
状
況
」
（概
要
後
記
に
記
載
）

警
察
庁
生
活
安
全
局
地
域
課
課
長

補
佐

。
川
合
伸

②

「平
成
２６
年
御
嶽
山
噴
火
災
害

に
お
け
る
消
防
機
関
の
救
助
活
動

概
要
」
長
野
市
消
防
局
篠
ノ
井
消

防
署
所
長
補
佐

・
山
越
洋

③

「火
山
登
山
者
向
け
の
情
報
提

供
に
つ
い
て
」
気
象
庁
地
震
火
山

課
火
山
防
災
情
報
調
整
室
火
山
防

災
係
長

・
森
井
敦
司

次
に
講
演
が
行
わ
れ
た
。

Ｏ

「
山
岳
地
域
に
お
け
る
診
療
体

制
の
現
状
と
問
題
点

（報
告
と
提

讐
こ
」
国
立
大
学
法
人
香
川
大
学

医
学
部
付
属
病
院
主
述
部
部
長

。

臼
杵
尚
志

②

「
一
般
登
山
者
の
危
機
管
理
意

識
と
安
全
登
山
技
術
の
向
上
へ
の

普
及
啓
発
の
方
策
＝
登
山
届
シ
ス

テ
ム
コ
ン
パ
ス
の
利
用
に
触
れ
て
」

日
本
山
岳
ガ
イ
ド
協
会
常
務
理
事

武
川
俊
二

▼
平
成
２６
年
中
の
山
岳
遭
難
状
況

１
　
全
国
の
発
生
状
況

。
発
生
件
数
２
２
９
３
件

（前
年

対

比

十
１
２

１
件

）
遭
難

者

２
７
９
４
人

（前
年
対
比

＋
８‐

人
）
う
ち
死
者

。
行
方
不
明
者

３
１
１
人

（前
年
対
比

一
９
人
）

負
傷
者
１
０
４
１
人

（前
年
対
比

＋
３８
人
）
無
事
救
助
１
４
４
２
人

（前
年
対
比
＋
５２
人
）

発
生
件
数
、
遭
難
者
が
統
計
の

残
る
昭
和
３６
年
以
降
で
最
も
高
い

数
値
と
な

っ
た
。

２
．
都
道
府
県
別
の
発
生
状
況

山
岳
遭
難
の
発
生
件
数
を
都
道

府
県
別
に
み
る
と

①
長
野
県
２
７
２
件
②
富
山
県

１
３
３
件
③
北
海
道
１
２
０
件
の

順
で
あ

っ
た
。

ま
た
、
年
齢
層
別
で
は
４０
歳
以

上
の
遭
難
者
が
２
１
３
６
人
と
全

遭
難
者
の
７６

・
４
％
を
占
め
て
お

り

、

こ

の
う

ち

６０
歳

以

上

が

１
４
０
１
人
と
全
遭
難
者
の
５０

。

１
％
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
４０

歳
以
上
の
死
者

。
行
方
不
明
者
が

２
８
６
人
と
９２
％
で
、
こ
の
う
ち

６０
歳
以
上
が
２
１
４
人
と
６８

・
８

％
と
な

っ
て
い
る
。

次
に
、
単
独
登
山
に
お
け
る
死

者

・
行
方
不
明
者
は
１
９
０
人
で

あ
り
、
通
信
手
段
の
使
用
状
況
で

は
、
全
発
生
件
数
２
２
９
３
件
の

７５

。
４
％
が
遭
難
現
場
か
ら
通
信

手
段

（携
帯
電
話
、
無
線
）
を
使

用
し
、
救
助
を
要
請
し
て
い
る
。

携
帯
電
話
で
の
救
助
要
請
は
、
通

話

エ
リ
ア
内
で
の
万

一
の
通
話
手

段
と
し
て
有
効
で
あ
る
も
の
の
、

多
く
の
山
岳
で
は
通
話

エ
リ
ア
が

限
ら
れ
る
こ
と
や
バ
ッ
テ
リ
ー
の

残
量
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

な
お
、
そ
の
他
の
項
日
に
つ
い

て
は
別
表

（次
頁
）
を
参
照
さ
れ

た
い
。

国
か
ら
警
察
庁
、
消
防
庁
、
学
校

山
岳
関
係
者
３
０
０
名
が
出
席
し

た
。最
初
に
文
部
科
学
省

・
森
岡
裕

平
成
２７
年
度
全
国
山
岳
遭
難
対
策
協
議
会

平成 27年 10月 20日

年
毎
に
増
加
し
て
い
る
遭
難
事
故

ノ

製
蔓

一局
　
橋

優

駅前アrl■ス

名古屋駅前の山用品専F7店

T450-0002
名古屋市中村区名駅 4… 4-10
名古屋クロスコー トタワー lF
丁EL 052-565-1417

T460-0002
名古屋市中区丸の内三丁目21番21号

丸の内東桜 ビル1004号

TEL :052-961-6506  F/ヽ X:052-961-6507
∪RL:http://www.nygs¨ office.com/
facebook:http://www.facebook.com/nygs.office

公官庁の許認可申請・権利義務 。事実証明の書類作成

西山行政書士事務所



(5)第415号 愛 知 岳 連 ニ ュー ス 平成 27年 10月 20日

◆目的別山岳遭難者

平成26年 平成25年 1増|■1減

人■数 構成比 人 ||1数 一比一成一構 人■数| 増減1率

登   山 1,828 65.4°/。 1,645 60.6% +183 1%

ハイキング 188 67% 150 5.5% +38 25.3%
登
「
頂キ_登山 58 2.1% 61 2.2% -3 -4.9%

|111 沢 登 り 43 1.5% 48 1.8% -5 -10.4%

34 1.2% 43 1.6% -9 -20.9%

登山 (合計 ) 2,151 77.0% 1,947 71.8% +204 10.5%

山菜・茸採り 328 11.7% 360 13.3% -32 -8.9%

観  光 99 3.5% 130 4.8% -31 -23.8%

作   業 43 1.5% 59 2.2% -16 -27.1%

渓流釣り 31 11% 32 1.2% -1 -31%

写真撮影 20 0.7% 20 0.7% ± 0 0.0%

自然観賞 14 0.5% 3 0.1% +11 366.7%

山岳信仰 10 0.4% 10 0.4% ± 0 0.0%

狩  猟 3 01% 6 0.2% -3 -50.0%

そ の 他 87 3.1% 146 5.4% -59 -40.4%

不   明 8 0.3% 0 0.0% +8

合計 (人 ) 2,794 2,713 +81 3.0%

自然観賞 山岳信仰 04%

平成26年 目的別山岳遭難者の割合

写真撮影 07% 狩猟 0.1%
□ 登山 (合計)

爾 山菜・茸採り

□ 観光
渓流釣り 11% その他 31%

不明 0.3%
作業 1.5%

観光 35% 赳 作業

圏 渓流釣り

吻 写真撮影

EEl自 然観賞

吻 山岳信frp

□ 狩猟

□ その他

□ 不明

◆態様別山岳遭難者

平成26年 平成23年 1増|■■減

人■数 構1成比 人||1数 構1成
‐
比 人||1数 増1減率

道ヽ 迷 い 1,163 41.6% 1,134 41.8% +29 2.6%

滑  落 501 17.9% 460 170% +41 8.9%

転  倒 401 14.4% 393 145% +8 2.0%

病  気 187 6.7% 221 81% -34 -15.4%
疲   労 162 5,8% 137 5.0% +25 18.2%

転  落 90 32% 73 2.7% +17 23.3%

野生動物襲撃 48 1.7% 42 1.5% +6 143%
悪 天 候 42 1.5% 64 2.4% -22 -34.4%

落   石 16 0.6% 17 0.6% -1 -5.9%

雪  崩 9 0.3% 20 0.7% -11 -55.0%

鉄 砲 水 2 0.1% 7 0.3% -5 -71.4%

落  雪 0 0.0% 3 0.1% -3 -100.0%

有毒ガス 0 0.0% 1 0.0% -1 -100.0%

そ の 他 108 3.9% 83 3.1% +25 30.1%

不  明 65 2.3% 58 2.1% +7 12.1%

合  計 2,794 2,713 +81 3.0%



第415号  (6)

国
体
山
□
競
技
東
海
ブ
回
ツ
ク
大
会

少
年
女
子

繍
鯵

制
レ
ご

堂
々
の
１
位

７
月
１８
日
と
１９
日
に
か
け
て
三

重
県
で
国
体
山
岳
競
技
の
東
海
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
が
開
か
れ
た
。
前
日

ま
で
の
台
風
に
よ
る
風
雨
が
強

く
、
野
外
に
あ
る
リ
ー
ド
会
場
の

設
営
が
難
し
い
た
め
、
１
日
目
の

リ
ー
ド
と
２
日
目
の
ボ
ル
ダ
ー
が

入
れ
替
え
ら
れ
た
。

１

日
目

は
津

市

の
Ｋ

Ｏ

Ｉ

Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｌ
三
重

（ボ
ル
ダ
リ
ン
グ

競
技
）
、
２
日
目
は
鈴
鹿
市
の
三

重
交
通
Ｇ
ス
ポ
ー
ツ
の
杜
鈴
鹿
サ

ッ
カ
ー

・
ラ
グ
ビ
ー
場
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
ウ
オ
ー
ル

（リ
ー
ド
競
技
）

が
そ
れ
ぞ
れ
会
場
と
な

っ
た
。

成
年
女
子
は
三
浦
真
理
子
さ

ん
、
大
羽
望
未
さ
ん
が
出
場
、
少

年
男
子
は
豊
川
高
校
の
福
岡
太

一

君
、
伊
藤
千
尋
君
、
少
年
女
子
は

大
場
美
和
さ
ん
、
倉
　
菜
々
子
さ

ん
ら
が
愛
知
県
代
表
選
手
と
し
て

出
場
し
、
厳
し
い
接
戦
で
日
頃
の

鍛
え
た
技
を
静
岡
県
、
三
重
県
、

岐
阜
県
の
代
表
と
競
い
合

っ
た
。

愛
知
県
か
ら
は
ビ
レ
ヤ
ー

。
田
山

先
生
、
審
判

・
岩
狭
先
生
、
総

務

・
北
村
も
役
員
で
参
加
し
た
。

２
日
間
の
競
技
の
総
合
成
績
の

結
果
、
少
年
男
子
は
４
位
で
あ

り
、
ま
だ
ま
だ
実
力
不
足
と
い
え

た
。
成
年
女
子
は
逆
転
で
入
賞
で

き
そ
う
で
あ

っ
た
が
、
最
終
的
に

は
４
位
、
少
年
女
子
は
ボ
ル
ダ
リ

ン
グ
競
技
と
リ
ー
ド
競
技
と
も
に

堂
々
の
１
位
と
な

っ
た
。
来
年
は

愛
知
県
の
担
当
で
あ
る
。
さ
ら
に

練
習
を
積
ん
で
、
テ
ー
ム
の

一
層

の
成
果
が
上
が
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。
　
　
　
　
　
（北
村
憲
彦
）

西
尾
高
校
登
山
部
女
子

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
／

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

日
々
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
報
わ

れ
、
う
れ
し
い
結
果
と
な
り
、
ほ

ん
と
に
良
か

っ
た
で
す
ね
。

私
は
西
尾
市
在
住
で
、
愛
知
県

山
岳
連
盟
の
常
任
理
事
と
し
て
事

務
局
の
仕
事
を
し
て
い
る
椙
山
と

県
高
校
総
体
登
山
大
会
で
優
勝
し
た

同
校
の
み
な
さ
ん

平成 27年 10月 20日 愛 知 岳 連 ニ ュー ス

申
し
ま
す
。
高
体
連
登
山
部
も
山

岳
連
盟
の
会
員
で
す
の
で
、
高
校

生
の
皆
さ
ん
の
活
躍
の
様
子
も
逐

一
知
る
こ
と
が
で
き
、
特
に
今
年

は
嬉
し
く
て
お
手
紙
を
差
し
上
げ

ま
し
た
。

全
国
大
会
の

コ
局
島
ト
レ
イ
ル
』

は
山
が
低
く
、
夏
場
の
暑
さ
は
相

当
な
も
の
と
思
い
ま
す
。
虫
対
策

も
必
要
で
し
ょ
う
。
気
持
ち
を

し

っ
か
り
持

っ
て
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

で
乗
り
切

っ
て
く
だ
さ
い
ね
。
応

援
し
て
い
ま
す
よ
。

（事
務
局

・
椙
山
み
ど
り
）

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た西
尾
高
校
３
年

伊
藤
　
玲
奈

こ
の
た
び
は
私
た
ち

の
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
出
場
を
応
援
し
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し

た
。
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
て
も
う

れ
し
か
つ
た
で
す
。

私
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
私
を
支
え

て
く
れ
た
多
く
の
人
の
お
か
げ
で

す
。
苦
し
い
山
も
、
楽
し
い
山
も

ど
ん
な
山
で
も

一
緒
に
登

っ
て
く

れ
た
仲
間
、
あ
た
た
か
く
支
え
て

く
だ
さ

っ
た
顧
間
の
先
生
方
、
い

つ
も
応
援
し
て
く
れ
る
家
族
、
そ

し
て
、
手
紙
を
下
さ

っ
た
椙
山
さ

ん
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
の

人
が
い
ま
す
。
暑
く
な
る
こ
と
を

教
え
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、

冷
し
い
イ
ン
ナ
ー
や
ひ
ん
や
り
す

る
タ
オ
ル
な
ど
暑
さ
対
策
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
虫

が
多
く
、
朝
起
き
る
と
バ
ッ
タ
と

一
緒
に
寝
て
い
ま
し
た
。
各
県
の

代
表
チ
ー
ム
が
集
ま
る
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
は
、
と
て
も
刺
激
が
あ
り
、

多
く
の
こ
と
を
学
べ
ま
し
た
。
高

校
生
活
最
後
の
大
会
を
か
け
が
え

の
な
い
仲
間
と
共
に
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
に
出
場
で
き
た
こ
と
は
私
の

一

生
の
宝
物
で
す
。
応
援
し
て
い
た

だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

◆
‐ｌ

ｏ
‐２
月
ス
ヶ
ジ
ュ
ー
ル

少
年
女
子
リ
ー
ド
競
技
で
優
勝

１０
月
３
日
か
ら
行
わ
れ
た
和
歌

山
国
体
で
、
県
勢
の
少
年
女
子
の

大
場
美
和

（光
ヶ
丘
女
子
高
三
年
）

倉
菜
々
子

（刈
谷
南
中
三
年
）
ペ

ア
が
リ
ー
ド
競
技
で
優
勝
し
、
ボ

ル
ダ
リ
ン
グ
競
技
も
３
位
に
な
る

成
績
を
収
め
た
。

▽
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
競
技
予
選

・
成
年
男
子
　
２‐
位
落
選

。
少
年
女
子
　
２
位
決
勝
進
出

▽
リ
ー
ド
競
技
予
選

・
成
年
男
子
　
４‐
位
落
選

。
少
年
女
子
　
６
位
決
勝
進
出

▽
少
年
女
子
リ
ー
ド
競
技
決
勝

優
勝

▽
少
年
女
子
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
競
技

決
勝
　
３
位

海外トレッキング/世界のtll旅 専F]旅行会社
ますは「ツフーカタログ」ご請求下さい

個人&グループでのご利用お待ち申し上げます

名古屋営業所 TEL:052-581-3211
〒450-0002名 古屋市中村区名釈3-23-6第 2千福ビル 8階

FAX:052-561-8338  E― mュ ilinagOyaCalpine― tour.con

ホームページ htt,1//www.alpine― tour.ccm

盪費庁苺驚奮修旅

`=業

稔(30ら イ

`夕

1,機本絆行籐協彙IE豪曇

浙 螂 鶉 灯釉
月  日 容内

11.3
11.7～ 8
11.10

11.10

11.15

11.27

12. 1

12.12

12.17

12.23´ V24

第37回 自然観察会 (段戸裏谷)
高体連新入大会 (釈迦ヶ岳 )
常任理事会 (OMCビ ル)
自然保護委員会 (県スポーツ会館 )
読図講習会 (大高緑地公園)
「遭難を考える」講演会 (県スポーツ会館)
常任理事会 (OMCビ ル)
第2回 クライミング記録会 (キューブ)
冬山遭対会議 (県スポーツ会館 )
第6回高校生クライミング選手権 (埼玉)


